
 

みどり公園課 

 

事業の目的・概要 

 みどりが持つ多面的な価値や役割を発揮できるまちづくりを推進するため、令和 4 年度

に実施したみどりの実態調査をもとに、令和 6年度の改定に向けて、みどりの基本計画改定

作業に着手します。 

あわせて、生物多様性の維持・確保を図るため、区内では見かけることが少なくなった貴

重な植物等の生息場所の保全に努めるほか、生物多様性に配慮した緑化指針を作成し、公共

施設の緑化指導等で活用することで、生物多様性の向上を目指します。さらに、みどりのリ

サイクル、みどりのベルトづくりのさらなる推進のため、研究、検討を進めます。 

 

 

主な取組内容 

 みどりの基本計画の改定 

区民共通の財産であるみどりを将来にわたって守り、育て、創出していくことで、気

候危機への対応や、グリーンインフラの取組など、みどり施策の骨格となるみどりの基

本計画の改定作業に着手します。学識経験者や公募区民を委員とする、みどりの基本計

画検討委員会を設置し、委員会での検討を深めることで、様々な視点で多面的なみどり

の価値や役割をとらえ、みどり豊かなまちづくりの実現を目指します。 

 

 生き物生息場所の保全 

多様な生き物の生息場所となる空間を区立公園の一部に創出することで、環境教育

の場にもなるような生き物生息場所を整備します。 

あわせてカタクリをはじめ区内にかろうじて残る希少な植物を後世に残すため、生

息数等の調査とともに下草刈りや剪定、伐採、柵の設置等の整備や管理を行うほか、生

育環境を確保する生き物生息場所の維持も引き続き進め、希少な動植物の個体数の増

加を図ります。 

 

 

 

 

 

【既定】 みどりを育てる 予算額    28,895千円 

【既定】 みどりを守る 予算額    43,539千円 
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